
第１９号 八戸駐屯地広報紙「八 戸」                                 令和８年９月３０日（１）

陸 上 自 衛 隊

八 戸 駐 屯 地 広 報 紙

発 行 元

八 戸 駐 屯 地 後 援 会

編集協力

八戸駐屯地司令業務室

印  刷   

有限会社  三 陽  印  刷

八 

戸７月２５日（土）
駐屯地納涼盆踊り大会を開催しました。
部隊対抗の部は熱く、自由参加の部は和
やかに行われました。八戸陣太鼓演奏、
「pacchi」の出演をはじめ、会場には約
１３５０人の方が来場し盛り上げていた
だきました。来年もお待ちしております。

７月２５日（土）
駐屯地納涼盆踊り大会を開催しました。
部隊対抗の部は熱く、自由参加の部は和
やかに行われました。八戸陣太鼓演奏、
「pacchi」の出演をはじめ、会場には約
１３５０人の方が来場し盛り上げていた
だきました。来年もお待ちしております。

８月２１日（金）～２２日（土）
桔梗野小学校のお友達２２人と駐
屯地キャンプをしました。飯ごう
炊飯、セーラー渡河の体験や花火、
肝試しなど夏休みの楽しい思い出
になりました。

８月２１日（金）～２２日（土）
桔梗野小学校のお友達２２人と駐
屯地キャンプをしました。飯ごう
炊飯、セーラー渡河の体験や花火、
肝試しなど夏休みの楽しい思い出
になりました。
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航
空
機
体
験
搭
乗

八
戸
駐
屯
地
は
、
令
和
８
年
５
月
23
日

（
土
）
に
、
第
９
飛
行
隊
の
支
援
を
受
け
航
空
機

体
験
搭
乗
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
風
が
強
く
、
飛
行
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
駐

屯
地
協
力
諸
団
体
や
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
、
学
校
関

係
者
を
含
む
、
51
名
の
方
が
Ｕ
Ｈ―

１
Ｊ
の
体
験

搭
乗
を
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
搭
乗
前
に
防
衛
館
で
安
全
教
育
を

受
け
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
飛
行
場
ま
で
前
進

し
ま
し
た
。
体
験
搭
乗
は
、
１
フ
ラ
イ
ト
約
５
名
、

約
10
分
程
度
で
実
施
さ
れ
、
飛
行
経
路
は
八
戸
市

内
の
上
空
を
飛
行
し
、
普
段
暮
ら
し
て
い
る
街
並

み
を
い
つ
も
と
違
う
角
度
か
ら
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

搭
乗
終
了
後
「
と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
」
「
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
満
足
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

艦

艇

広

報

八
戸
駐
屯
地
は
、
令
和
８
年
７
月
、
野
辺
地
町
立
野
辺

地
中
学
校
、
八
戸
市
立
根
城
中
学
校
、
青
森
県
立
百
石
高
等

学
校
及
び
青
森
県
立
八
戸
水
産
高
等
学
校
の
学
生
に
対
し
て

体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
種
体
験
に
先
立
ち
陸
上
自
衛
隊
と
八
戸
駐
屯
地
の
概
要

を
説
明
し
、
そ
の
後
、
自
衛
隊
員
の
基
本
基
礎
で
あ
る
基
本

教
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
学
校
で
習
っ
て
い
る
動
作
と
の
違

い
に
戸
惑
う
学
生
も
い
ま
し
た
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
笑
顔

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

救
急
法
体
験
で
は
、
緊
急
時
に
毛
布
を
使
っ
た
応
急
担
架

を
学
生
グ
ル
ー
プ
ご
と
自
ら
考
え
作
成
し
、
興
味
を
持
っ
て

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

体
験
学
習
を
終
え
た
学
生
か
ら
は
「
初
め
て
の
体
験
が
で

き
た
の
で
と
て
も
面
白
か
っ
た
。
」
「
食
堂
の
ご
飯
が
美
味

し
か
っ
た
。
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
、
陸
上
自
衛
隊
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

八
戸
駐
屯
地
は
、
今
後
も
体
験
学
習
な
ど
の
行
事
等
を
積

極
的
に
実
施
し
、
陸
上
自
衛
隊
及
び
八
戸
駐
屯
地
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

八戸水産高等学校 体験学習 野辺地中学校

根城中学校百石高等学校

八
戸
駐
屯
地
は
、
令
和
８
年
７
月
10
日

（
金
）
か
ら
12
日
（
日
）
、
八
戸
港
白
銀
埠
頭

に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
「
あ
ま
ぎ

り
」
「
ゆ
う
ぎ
り
」
の
入
港
に
伴
う
広
報
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

10
日
は
入
港
歓
迎
行
事
が
行
わ
れ
、
主
催
者

や
来
賓
の
方
々
か
ら
の
歓
迎
の
挨
拶
や
、
八
戸

市
内
の
幼
稚
園
児
が
実
施
す
る
歌
や
踊
り
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
八
戸
駐
屯
地
の
八
戸

陣
太
鼓
演
奏
も
行
い
、
護
衛
艦
と
そ
の
乗
組
員

を
歓
迎
し
ま
し
た
。
ま
た
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

等
の
方
々
に
護
衛
艦
見
学
を
し
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
は
乗
組
員
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
興
味

深
く
見
学
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

八
戸
駐
屯
地
か
ら
は
、
第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ

ル
連
隊
、
第
９
後
方
支
援
連
隊
、
第
５
高
射
特

科
群
、
第
９
施
設
大
隊
、
第
９
飛
行
隊
、
第
38

普
通
科
連
隊
、
第
１
２
３
地
区
警
務
隊
八
戸
派

遣
隊
が
装
備
品
展
示
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

地
方
協
力
本
部
が
多
く
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
駐
屯
地
か
ら
複
数
の
リ
ク
ル
ー

タ
が
参
加
す
る
等
会
場
は
大
賑
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。
12
日
は
大
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
多

く
の
方
々
に
ご
来
場
し
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
８
年
７
月
31
日
（
金
）
か
ら
８

月
２
日
（
日
）
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
「
な
と

り
」
が
入
港
し
ま
し
た
。
「
な
と
り
」
は
海
上

自
衛
隊
の
最
新
鋭
も
が
み
型
多
機
能
型
護
衛
艦

９
番
艦
で
２
０
２
６
年
５
月
に
就
役
し
た
ば
か

り
の
新
型
護
衛
艦
で
あ
り
、
大
変
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

八
戸
駐
屯
地
は
、
今
後
も
積
極
的
に
各
種
行

事
に
参
加
し
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
り
、

自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

第

９

後

方

支

援

連

隊

第

５

高

射

特

科

群

第

９

施

設

大

隊

令和８年度新隊員後期教育令和８年度新隊員後期教育

第
９
後
方
支
援
連
隊
は
、
武
器
科
が
令
和
８
年
７

月
３
日(

金)

か
ら
同
年
９
月
４
日(

金)

、
需
品
科
が
令

和
８
年
７
月
３
日
（
金
）
か
ら
同
年
９
月
16
日(

水)

の

間
、
新
隊
員
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
教
育
は
、
第
１
整
備
大
隊
火
器
車
両
整
備
中
隊
長

を
武
器
科
教
育
隊
長
、
補
給
隊
長
を
需
品
科
教
育
隊
長

と
し
て
、
武
器
科
、
需
品
科
の
新
隊
員
に
対
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
種
に
必
要
な
基
礎
知
識
及
び
技
能
を
習
得

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

新
隊
員
は
、
こ
の
教
育
で
学
ん
だ
知
識
、
経
験
を
糧

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
自
衛
隊
生
活
を
歩
ん
で
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
成
長
を
温
か
く
見
守
り
下
さ
い
。

武器科

需品科

第
９
施
設
大
隊
の
新
隊
員
教
育
隊
は
、
馬
淵
川
に
由

来
し
、
「
真
心
」
、
「
勉
強
心
」
、
「
挑
戦
」
の
頭
文

字
を
と
っ
た
『
ま
べ
ち
隊
』
で
す
。
施
設
科
隊
員
と
し

て
「
土
工
、
木
工
、
植
杭
、
連
結
、
重
材
料
の
取
扱
い
、

漕
舟
、
爆
破
」
の
各
種
施
設
基
礎
作
業
に
つ
い
て
学
ん

で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
同
期
の
絆
を
深
め
つ
つ
一
人

ひ
と
り
が
着
実
に
成
長
で
き
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

まべち隊集合写真

重材料運搬

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
は
、
令
和
８
年
７

月
２
日
（
木
）
か
ら
新
隊
員
後
期
教
育
を
開
始
し
ま

し
た
。
女
性
隊
員
の
み
の
教
育
と
な
り
訓
練
で
は
慣

れ
な
い
環
境
や
初
め
て
の
装
備
品
の
取
り
扱
い
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
基
本
動
作
の
反
復
演
練
を
し
ま
し
た
。

確
か
な
技
術
と
自
信
を
身
に
付
け
ミ
サ
イ
ル
連
隊
の

一
員
と
な
れ
る
よ
う
日
々
の
努
力
を
積
み
重
ね
、
無

事
教
育
を
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
８
年
６
月
１
日
（
月
）
に
開
催
し
た

部
隊
相
談
員
勉
強
会
に
は
、
20
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
は
仙
台
病
院
メ
ン
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
鈴
木
３
佐

に
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず

は
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
始
ま
り
ま
し

た
。最

初
に
復
職
支
援
を
専
門
と
す
る
セ
ン

タ
ー
の
役
割
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
、
次
に
部
隊
相
談
員
の
心
構
え
が
話

さ
れ
ま
し
た
。
「
声
掛
け
は
失
敗
を
恐
れ
な

い
こ
と
。
10
割
打
者
も
バ
ッ
ト
を
振
ら
ね
ば

ヒ
ッ
ト
し
な
い
。
」
と
い
う
言
葉
は
特
に
参

加
者
の
関
心
を
引
い
た
よ
う
で
し
た
。
そ
の

後
、
親
し
い
、
親
し
く
な
い
関
係
の
人
に
声

を
掛
け
る
等
様
々
な
状
況
で
、
相
談
員
と
し

て
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
考
え
、
傾
聴
す
る

実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
難
し
い
と
熟
考
す

る
場
面
も
あ
れ
ば
、
ふ
と
笑
え
る
時
も
あ
り
、

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
「
（
声
を
掛
け
ら
れ

ず
）
見
逃
し
三
振
す
る
の
で
は
な
く
（
声
を

掛
け
て
）
空
振
り
三
振
に
し
た
い
」
と
こ
れ

か
ら
の
活
動
の
抱
負
を
語
る
人
も
い
ま
し
た
。

勉
強
会
は
部
隊
相
談
員
の
練
成
や
、
横
の

つ
な
が
り
を
持
つ
機
会
と
し
て
年
２
回
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
員
で
は
な
い
方
も
関
心

が
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

部隊相談員勉強会部隊相談員勉強会

第
５
高
射
特
科
群
は
、

令
和
８
年
７
月
３
日
（
金
）

か
ら
新
隊
員
後
期
教
育
を
開

始
し
ま
し
た
。
新
隊
員
は
高

射
特
科
隊
員
と
し
て
の
知
識

と
技
術
を
身
に
つ
け
、
８
月

の
特
技
検
定
、
９
月
の
総
合

訓
練
を
終
え
、
今
後
は
中
隊

に
お
い
て
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
、
日
々
の
訓
練
に
ま
い
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

区隊長、助教とともに
頑張る体力検定 開始式「新たなスタート」

立派な高射隊員になるために
器材操作訓練
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各 部 隊 の 活 動 状 況

第

９

後

方

支

援

連

隊

第

５

高

射

特

科

群

第

９

施

設

大

隊

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

第
９
後
方
支
援
連
隊
（
連
隊
長
：
今
井
１
佐
）

は
、
令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）
か
ら
13
日
（
土
）

ま
で
の
間
、
岩
手
山
演
習
場
に
お
い
て
第
１
回
連
隊

訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
雨
の
中
で
の
隊
容

検
査
等
、
厳
し
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
補
給
隊

及
び
輸
送
隊
を
受
閲
部
隊
と
し
た
本
検
閲
に
お
い
て
、

両
部
隊
が
訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
任
務
を

完
遂
し
、
共
に
良
好
な
評
価
を
得
て
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。連

隊
長
は
、
本
検
閲
開
始
に
あ
た
り
「
あ
ら
ゆ
る

脅
威
に
備
え
よ
」
「
柔
軟
性
を
保
持
し
支
援
を
継
続

せ
よ
」
「
安
全
管
理
を
徹
底
せ
よ
」
の
３
点
を
要
望

し
ま
し
た
。
ま
た
、
補
給
隊
長
は
「
補
給
隊
能
力
の

結
集
」
「
業
務
に
一
工
夫
」
「
基
本
基
礎
の
確
行
」
、

輸
送
隊
長
は
「
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
備
え
、
的
確
か
つ

強
靭
な
輸
送
を
実
施
せ
よ
」
を
要
望
事
項
と
し
て
掲

げ
、
受
閲
隊
員
は
、
統
裁
官
要
望
事
項
及
び
隊
長
要

望
事
項
を
踏
ま
え
旺
盛
な
責
任
感
、
こ
れ
ま
で
の
厳

し
い
訓
練
で
積
み
上
げ
て
き
た
個
人
・
部
隊
の
練
度

を
遺
憾
な
く
最
大
限
に
発
揮
し
て
、
任
務
を
完
遂
し

ま
し
た
。

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
（
連
隊
長
：
谷
口

１
佐
）
は
令
和
８
年
７
月
７
日
（
火
）
か
ら
14
日

（
火
）
ま
で
の
間
、
第
1
回
連
隊
練
成
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
暑
熱
環
境
と
い
う
過
酷
な
条
件
下
の

訓
練
の
た
め
、
定
期
的
な
休
憩
や
水
分
・
塩
分
補
給
、

体
調
管
理
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
安
全
管
理
に
十

分
留
意
し
て
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

訓
練
前
半
は
八
戸
演
習
場
で
後
半
は
岩
手
山
演
習

場
に
て
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
実
戦
を
見
据
え
た

訓
練
に
よ
り
、
判
断
力
を
磨
き
、
部
隊
と
し
て
の
結

束
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
い

か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
対
応
出
来
る
よ
う
に
日
々

の
訓
練
に
臨
ん
で
い
き
ま
す

。

第
９
施
設
大
隊
（
大
隊
長
：
山
本
２
佐
）
は
、
令
和
８
年
７
月
20
日
（
月
）
か

ら
24
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
岩
手
山
演
習
場
に
お
い
て
、
第
１
次
大
隊
野
営
（
爆

破
・
部
隊
装
備
火
器
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
内
容
は
、
破
壊
筒
及
び
集
団
装
薬
の
爆
破
、
12
・
７
㎜
重
機
関
銃
射
撃
、
70

式
地
雷
原
爆
破
装
置
の
投
射
を
実
施
し
ま
し
た
。

実
爆
と
い
う
こ
と
も
あ
り
隊
員
一
人
ひ
と
り
は
、
常
に
緊
張
感
を
持
ち
、
安
全
管

理
を
徹
底
し
た
上
で
真
剣
に
本
訓
練
に
取
り
組
み
、
各
課
目
の
練
度
を
維
持
向
上
し

ま
し
た
。

集団装薬の設置

破壊筒の運搬

第３２０高射中隊によるミサイル搭載

衛生隊員による第一線救護活動

管理小隊による野外炊事

悪路にも負けずケーブルを展張する
第３５１高射中隊の隊員

よりよい環境で訓練を実施する為に
統裁部も努力しています。

力

の

結

集

「

中

隊

等

野

外

行

動

訓

練

検

閲

」

力

の

結

集

「

中

隊

等

野

外

行

動

訓

練

検

閲

」

第
５
高
射
特
科
群
（
群
長
：
樋
口
１
佐
）
は
、
令
和
８
年

５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
第
３
２
０
高
射
中
隊
、
群
直
轄
小

隊
、
第
３
５
１
高
射
中
隊
に
対
し
て
野
外
行
動
訓
練
検
閲
を

実
施
し
ま
し
た
。
受
閲
部
隊
は
、
日
頃
の
訓
練
成
果
を
充
分

に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
気
温
が
30
度
を
超
え
る
暑
さ
の
中

で
も
旺
盛
な
体
力
・
士
気
を
維
持
し
誰
一
人
も
欠
け
る
こ
と

な
く
任
務
を
達
成
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
第
５
高
射
特
科
群
は
、
地
域
の
皆
様
の
ご
期

待
に
応
え
る
べ
く
訓
練
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。
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八戸地区自衛隊協力会
八戸商工会議所
自衛隊・八戸市防災対策検討委員会
青森県隊友会三八地域支部
八戸市自衛隊家族会
青森県銃剣道連盟八戸支部
第５高射特科群後援会
八戸陸上自衛隊協力店会
第４地対艦ミサイル連隊ＯＢ会
第９後方支援連隊ＯＢ会「みちのく会」
第２対戦車ヘリコプター隊・第１１０飛行隊ＯＢ会
八戸駐屯地業務隊ＯＢ会
第９施設大隊ＯＢ会「勇施会」
第９飛行隊ＯＢ会
高射ＤＳＯＢ会
第３８普通科連隊八戸地区ＯＢ会
八戸市危機管理部

八戸駐屯地後援会１7団体

住所 青森県八戸市市川町桔梗野官地
  ０１７８（２８）３１１１

 

陸上自衛隊八戸駐屯地
ＳＮＳ各種はこちらから！

八戸駐屯地公式キャラクター
市川 ききょう士長です！
ＳＮＳ各種のフォロー

お願いします！

駐屯地の活動状況を逐次更新中☆
ぜひチェックしてみてください！

八戸駐屯地HP・フェイスブック・X
・インスタグラムをまとめたQRコードです！

 八戸駐屯地 で検索！

各 部 隊 の 活 動 状 況

八
戸
駐
屯
地
業
務
隊

第

９

飛

行

隊

第
３
０
５
基
地
通
信
中
隊

八
戸
派
遣
隊

第

３

８

４

会

計

隊

第
３
０
５
基
地
通
信
中
隊
（
派
遣
隊
長
：
坂
本
３

尉
）
は
令
和
８
年
６
月
６
日
（
土
）
か
ら
６
月
13
日

（
土
）
ま
で
の
間
、
方
面
総
監
直
轄
部
隊
訓
練
検
閲

を
受
閲
し
ま
し
た
。
自
衛
隊
初
の
試
み
で
あ
る
Ｄ
Ｉ

Ｉ
通
信
網
を
切
断
し
駐
屯
地
を
孤
立
化
さ
せ
る
と
い

う
状
況
を
実
状
況
で
付
与
さ
れ
ま
し
た
が
、
八
戸
派

遣
隊
は
も
と
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
通
信
群
全
員
が
、
一

致
団
結
し
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
無
事
任
務
を
完

遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

業
務
隊
（
隊
長
：
田
村
２
佐
）
は
、
令
和
８
年

５
月
22
日
（
金
）
か
ら
26
日
（
火
）
の
間
、
第
1

回
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を
担
任
・
実
施
し
、
新

た
な
予
備
自
衛
官
の
運
用
に
伴
う
、
職
務
訓
練

（
写
真
上
段
：
補
給
科
燃
料
係
）
、
戦
闘
教
練
及

び
Ｃ
Ｄ
Ｏ
基
本
基
礎
等
の
訓
練
を
実
施
し
、
予
備

自
衛
官
に
基
礎
的
知
識
を
付
与
す
る
と
と
も
に
、

任
務
に
基
づ
く
駐
屯
地
警
備
、
特
に
検
問
要
領
を

練
成
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ

ル
連
隊
の
支
援
（
写
真
下
段
）
を
受
け
、
整
斉
円

滑
な
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
支
援
部

隊
と
連
携
し
た
訓
練
の
実
施
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

第
３
８
４
会
計
隊
（
隊
長
：
中
田
３
佐
）
は
、

令
和
８
年
６
月
６
日
（
土
）
か
ら
同
年
６
月
13
日

（
土
）
ま
で
の
間
、
八
戸
駐
屯
地
及
び
八
戸
演
習

場
で
行
わ
れ
た
方
面
総
監
直
轄
部
隊
訓
練
検
閲
を

受
閲
し
ま
し
た
。
隊
長
を
核
心
と
し
て
、
隊
長
要

望
事
項
で
あ
る
「
連
携
」
「
共
有
」
を
具
現
徹
底

す
る
べ
く
隊
一
丸
と
な
り
被
支
援
部
隊
に
対
し
会

計
科
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
困
難
な
連
続

状
況
に
お
い
て
隊
員
個
々
が
任
務
の
重
要
性
を
深

く
認
識
し
、
任
務
達
成
に
邁
進
し
ま
し
た
。

第
９
飛
行
隊
（
隊
長
：
川
越
２
佐
）
は
、
令
和

８
年
７
月
９
日
（
木
）
市
ヶ
谷
駐
屯
地
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
、
航
空
無
事
故
部
隊
表
彰
式
に
参
加

し
、
陸
上
幕
僚
長
か
ら
航
空
無
事
故
２
級
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
（
平
成
25
年
12
月
か
ら
令
和
８
年

４
月
30
日
ま
で
の
間
、
１
機
当
た
り
の
平
均
無
事

故
時
間
３
０
０
０
時
間
を
達
成
）

こ
れ
か
ら
も
、
飛
行
隊
は
航
空
安
全
の
確
保
に

努
め
、
任
務
達
成
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

、

東

北

方

面

隊

統

一

献

立

の

日

東

北

方

面

隊

ビ

ジ

ョ

ン

２

０

３

０
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長年の勤務お疲れ様でした長年の勤務お疲れ様でした

第３０７特科直接支援中隊長
３等陸佐 川口善也

（東北方面後方支援隊 仙台駐屯地へ）
（令和８年８月１日付）

東北方面管制気象隊第１派遣隊長
１等陸尉 及川 友也

（北部方面管制気象隊 丘珠駐屯地へ）
（令和８年８月１日付）

第３０７特科直接支援中隊長
３等陸佐 渡邉 省司

（東北方面後方支援隊 仙台駐屯地から）
（令和８年８月１日付）

東北方面管制気象隊第１派遣隊長
１等陸尉 花木 大輔

（東北方面管制気象隊 八戸駐屯地から）
（令和８年８月１日付）

【八戸駐屯地業務隊】  陸曹長 落合 千佳子
（８年７月８日付）

【第９施設大隊】  １等陸曹 菊池 和成
（８年９月11日付）

【第９後方支援連隊】  准陸尉 河端 清隆
（８年８月９日付）

准陸尉 松井 正弘
（８年８月11日付）

陸曹長 横山 可奈子
（８年９月24日付）

【第５高射特科群】  陸曹長 柴山 広幸
（８年６月22日付）

離
任
部
隊
長
紹
介

着
任
部
隊
長
紹
介

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
は
、
令
和
８
年
６
月
21
日

（
日
）
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
に
お
い
て
、
自

衛
隊
音
楽
隊
合
同
演
奏
会
を
開
催
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

演
奏
会
の
開
演
に
先
立
ち
、
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

長
の
岡
村
本
部
長
が
挨
拶
を
行
い
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
へ
の
感
謝
と
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を
深
め
る
機

会
と
し
て
開
催
す
る
本
演
奏
会
へ
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

司
会
は

青
森
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
中
里
玲
奈
さ
ん
が
務
め
、

軽
快
な
進
行
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
青
森
県
出
身
の
タ
レ
ン
ト
・
王
林
さ

ん
、
海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
三
宅
由
佳

莉
２
等
海
曹
を
迎
え
、
演
奏
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
朝
一
朝
早
く
会
え
る
ア
イ
ド
ル
」
と
し
て
活

動
す
る 

   
   

   
   

 

の
皆
さ
ん
と
若
手
自
衛
官
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
さ
れ
、
自
衛
隊
の
仕
事
や
音
楽
、
青

森
へ
の
思
い
な
ど
を
語
り
合
い
、
会
場
は
笑
顔
と
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

演
奏
会
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
迫
力
あ
る
吹
奏
楽
の
演

奏
と
美
し
い
歌
声
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
演
奏
曲
に
は

「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」
「
祈
り
」
「
り
ん
ご
の
樹
」
「
翔
け

ろ
未
来
へ
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
曲
が
会
場

を
感
動
で
包
み
込
み
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
と
王
林
さ
ん
、
三
宅
由
佳
莉
２
等
海
曹
が
一
緒
に
歌

い
、
会
場
全
体
が
一
体
と
な
る
温
か
い
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま

し
た
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
く
歌
声
と
手
拍
子
が
、
演
奏
会

の
締
め
く
く
り
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
自
衛
隊

コ
ー
ナ
ー
を
開
設

し
、

体
験
、
ミ
ニ
制
服
試
着
、
音
楽
隊
制
服
試
着
コ
ー

ナ
ー
、
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
幅
広

い
年
代
の
皆
さ
ま
に
、
自
衛
隊
の
活
動
や
音
楽
隊
の
魅
力
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
、
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
で
は
、
今
後
も
地
域
の
皆
さ

ま
と
の
交
流
を
大
切
に
し
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
広
報
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

青
森
地
本
創
立
70
周
年
記
念
行
事

八
戸
陣
太
鼓
は
、
八
戸
駐
屯
地
隊
員
有
志
に

よ
り
昭
和
46
年
、
北
海
道
登
別
市
に
あ
る
幌
別

駐
屯
地
「
北
海
自
衛
太
鼓
」
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
、
誕
生
以
来
56
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
、
和
太
鼓
演
奏
を
も
っ
て
自
衛
隊
内
・
外
の

各
種
行
事
等
に
お
い
て
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
地
域
住
民
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
て

参
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
３
月
に
第
４
代
リ
ー
ダ
ー
瀬
川
１

曹
か
ら
第
５
代
リ
ー
ダ
ー
吉
岡
曹
長
に
リ
ー

ダ
ー
職
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

現
在
の
部
員
は
、
第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連

隊
12
名
、
第
９
後
方
支
援
連
隊
５
名
、
第
５
高

射
特
科
群
３
名
、
第
９
施
設
大
隊
３
名
、
総
員

23
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

駐
屯
地
の
各
種
行
事
及
び
近
隣
地
域
の
お
祭

り
等
で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
年
11
月
に
東
京
の
日
本
武
道
館
で
実
施

さ
れ
る
「
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
」
に
今
年
も
参

加
す
る
予
定
で
す
。

八
戸
陣
太
鼓

FM

VR

PR

p
a
c
c
h
i
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